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平成２８年７月２５日（月）
	出席構成員

	

	東かがわ市教育長
	竹田　具治

	委員（教育長職務代理者）
	向山　正裕

	委員
	吉田　りえ子

	
	大久保　尚子

	
	山本　勝博

	欠席構成員

	

	
	

	説明のため会議に出席した者の職氏名

	

	学校教育課長
	久保　輝起
	生涯学習課　副主幹
	中川　晃代

	生涯学習課長
	中川　敬彦
	
	

	学校教育課　主幹
	籔根　賢次
	
	

	学校教育課　副主幹
	工藤　功雄
	
	

	学校教育課　副主幹
	児嶋　佳高
	
	

	学校教育課　主事
	原　譲司
	
	

	職務のため会議に出席した事務局職員の職氏名

	学校教育課　副主幹
	工藤　功雄
	
	

	会議録署名人

	教育長　竹田　具治、委員　山本　勝博

	事務局担当書記
	学校教育課　副主幹　工藤　功雄

	【特記事項】　傍聴人：１名
	
	
	
	
	


議　事　日　程
	日程第１
	会議録署名委員の指名について

	日程第２
	会期の決定について

	日程第３
	平成28年第7回（定例会）東かがわ市教育委員会会議録の承認について

	日程第４
	教育長報告

	日程第５
	報告
	第１号
	第1回しろとりの新しい学校づくり協議会の結果について

	日程第６
	報告
	第２号
	放課後英語クラブ中間アンケートの結果について

	日程第７
	報告
	第３号
	平成28年度第1回総合教育会議について


【議　事　内　容】
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　


（午後　１時２５分　開会）
■日程第１　会議録署名委員の指名について
　教育長が、本会議の会議規則第６条の規定に基づき、竹田教育長と委員の中から１名、山本委員を指名。
■日程第２　会期の決定について

　

教育長から、本会議の会期について１日でよいか意見を求める。
<質疑>
○　委員　　　　　１日で了承。
■日程第３　平成２８年第７回（定例会）東かがわ市教育委員会会議録の承認について
　学校教育課長から会議録について説明。
<質疑>
○　特になし。
■日程第４　教育長報告

　竹田教育長から、７月（６月２８日から７月２５日）に出席した行事等について報告。
　また、今後の予定について報告し、質疑を求める。

<質疑>
○　吉田委員　　　　ふるさと企業ＰＲ事業を見させていただいたのですが、最初に企業が３０秒という短い時間でしたがアピールする時間があって、自分が回るブース以外の会社もどういう企業なのか把握できるので、新鮮で大変良かったです。もしできれば、アピールする順番に１行でもどんな会社かわかるような資料があれば生徒たちの頭に残ってくれるのではないかと思いました。
○　山本委員　　　　７月１７日の「風のみなとまつり」、それと三本松の「土曜デー」等々ありましたけれども、特に問題はなかったのですか。
○　中川課長　　　　補導の方では、大きな問題はありませんでした。
○　久保課長　　　　学校からも問題はなかったと聞いています。
■日程第５　報告　第１号　第１回しろとりの新しい学校づくり協議会の結果について
　学校教育課・児嶋副主幹が協議会委員の意見等について説明。

<質疑>
○　向山委員　　　　「部活動の集約化が始まってきている。チーム編成ができない。」とありますが、これは、東かがわ市全体のことであって、しろとりの新しい学校づくりとは、内容的に違いますよね。
○　児嶋副主幹　　　これは学校の先生からの意見ですが、バレーボール、野球、バスケットボールのチームが編成できない状況が現場で生まれており、そういう時期にきているという意見がございました。

○　向山委員　　　　この意見はもっともだと思いますが、子どもにとってどういう学校づくりがいいのかというところに柱を置いて考えないといけないと思いました。
○　吉田委員　　　　「特認制度の利用を含め、保護者、地元協議が必要である。」とありますが、具体的に特認制度とはどういうことなのでしょうか。

○　久保課長　　　　特認校制度について今回の場合は、福栄小学校を考えています。答申にもありますように、小規模校なのでそのまま存続していくには難しいので、市内全体から通える学校ということで、一つの方法として制度を利用することも可能であるということです。
○　山本委員　　　　福栄小学校という地域の特異な所である学校だから、こういった特認校制度という話も出てきているということですね。

○　久保課長　　　　はい、そうです。

○　教育長　　　　　今言われたことで、校区を取り外して市内のどこからでも通えるというのが特認校です。もう一つここには出ていませんが、全国どこからでも通える留学制度というのもあります。これからの協議会の中で、いろいろ協議されていくと思いますが、一番いい形を出していければと思っています。

○　大久保委員　　　協議会で引田小中学校を視察したということですが、大内小学校・大川中学校の視察は計画しないのですか。
○　児嶋副主幹　　　今後、白鳥中学校区の小中学校も視察する予定でございます。

○　大久保委員　　　両方の学校をよく見ていただいて、いい学校を作ってもらいたいと思います。協議会は白鳥地区の委員で構成されていると思いますが、引田・大内地区の先生や保護者また児童の意見も聞いて、具体的な意見も参考にすればいいと思います。

■日程第６　報告　第２号　放課後英語クラブ中間アンケートの結果について
　学校教育課・原主事が１学期終了後のアンケートについて説明。

<質疑>
○　吉田委員　　　実施時間は、全学年同じですか。

○　原主事　　　　全学年４０分です。

○　吉田委員　　　実施時間が長いと感じるのは、学年によって違いがありますか。

○　原主事　　　　「あまり楽しくない。」「楽しくない。」と答えた児童が、実施時間が長いと答えている傾向が見られました。
○　久保課長　　　高学年になればということではなくて、楽しいと感じている学年は、もっとしたいという声が多くなっています。

○　教育長　　　　「あまり楽しくない。」「楽しくない。」の割合が高いのですが、理由を分析しているのですか。
○　久保課長　　　楽しくないと答えた児童は、クラブに参加することに関して、意識をもっているのか、保護者に言われて出てきているのか、そのあたりはアンケートのクロス統計をしていかないと、原因について分析は難しいと思います。

○　向山委員　　　昨年と今年のアンケートの比較、各学校の初年度の比較などいろいろしていかないといけないと思います。楽しくないのが何故かというのを具体的に出した方が、指導者の参考になると思います。
○　山本委員　　　「どんなことが楽しかったのですか。」の問いに両校ともゲームというのが多く、本町小学校２年生の英語クラブの参観に行ったのですが、ゲームを取り入れた英語は活き活きと大きな声で楽しそうにしていました。

○　大久保委員　　指導者からの意見はありますか。

○　原主事　　　　昨年度から実施している三本松小学校は、以前よりクラスの雰囲気も良くなっており、スムーズに楽しんでやっているという意見をいただています。本町小学校は、全員が積極的にクラブが始まる前にも英語で話しかけてくれて、講師も楽しくできていますという意見が出ていました。

○　久保課長　　　ミーティングの中で課題にあがったのは生徒指導面で、学校の先生であれば良く聞きますが、指導者の先生の言うことは、なかなか聞いてくれないことが、昨年度からの課題であります。それと特別支援が必要な児童もいます。英語クラブ中には支援員がついていません。支援員の配慮について、課外の活動に関しては難しいと思っています。
○　吉田委員　　　高学年の感想を見てみますと、「もう少し難しくして欲しい。」「もっと知りたい。」という要望がでていますが、何か対応するのですか。

○　久保課長　　　５・６年生は、学校で外国語活動をしていますし、同じようなことをしたのでは、物足りないということで「文字を書きたい。」など要望が出てきています。そういう活動を取り入れるよう指導員と協議中ですが、レベルの高いものを望んでいる児童もおりますので、対応できるところはしていきたいと思います。
○　吉田委員　　　小学生が受ける児童英語検定とかがあれば、アドバイスをするなど、いろんな観点から英語が好きになるようにして欲しいと思います。

○　久保課長　　　新しい課題として、目標をもつことが大事ですが、具体的な目標設定が決まっておりませんので、何かあればそれに向かって勉強ができるのではないかと思っています。

○　教育長　　　　５・６年生は、学校でも英語活動をしているので、そこも踏まえながら英語検定であったり、喋って活動を紹介したり、そういうものを盛り込んで指導していく必要があると考えています。

○　向山委員　　　放課後英語クラブの目的を整理しないといけないと思います。整理をしないと学校の授業の延長線になってしまうと思っています。先程、山本委員さんがゲームのことを言っていましたが、英語クラブでは文法ではなく、日常会話や買い物などを取り入れて、使える英語を放課後英語クラブでやっていくべきだと思っています。
■日程第７　報告　第３号　平成２８年度第１回総合教育会議について

　学校教育課・久保課長が総合教育会議の議題、放課後英語クラブについて、中学校の部

活動について説明。

<質疑>
○　向山委員　　　これは、奥深いですね。

○　久保課長　　　今回の総合教育会議で結論が出る話ではなく、意見交換です。

○　教育長　　　　意見交換なのですが、急がなくてはならないことは確かです。先程もありましたが、使える英語ということで、それに向けて何をどうすればいいか、意見が出ればいいと思っています。

○　久保課長　　　部活動について、中学校の校長会を開いたのですが、合同チームで参加することは、県等の規制があって現実には難しい状況ですという意見がありました。

○　吉田委員　　　部活動の加入率は変わらないと思いますが、生徒全体の人数が減ってくればチームが組めなくなりますね。
○　教育長　　　　いろいろとあるとは思いますが、当日までにご意見等をお考えいただいたらと思います。

○　吉田委員　　　特例校の全国の例を資料２に挙げていますが、これは英語だけではないのですよね。

○　久保課長　　　英語教育については、２，１７８校です。総合的な学習の時間を組み替えて、文部科学省に特例校の指定を受けなければなりません。柔軟な形で東かがわ市の教育を進めていくことになれば、放課後英語クラブをしなくても、教育課程に組み込んで活動することもあると思っています。
○　向山委員　　　全国的に見れば小中学校だけではなく幼稚園もやっていると思います。

○　教育長　　　　中学校では、日本語を使わないで全教科、英語だけで授業をしているところもあります。

○　久保課長　　　中学校も１時間全て英語で行なう授業も増えてきています。

○　吉田委員　　　何年からそうなるのですか。

○　久保課長　　　あと３年後です。
○　教育長　　　　できれば、それまでに中学校の授業数も増やしていかないと、英語が使えないと思います。

○　久保課長　　　そうなると、先進地の取り組みを、遅れないように取り入れていかないといけないと思っています。モジュールとか時間を短くしてでも、英語に慣れさせる時間を作るとか、いろいろ方法はあると思います。
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